
●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗資料館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番

●町立病院…42 局 1231 番
●鞍寿の里…42 局 1233 番

●鞍手駅…42 局 0980 番
●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

今
月
の
納
税
（
２
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
９

期
分

納
期
限
は
２
月
25
日
（
金
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
22
年
度
分
の
税
金
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
付
書
で
納
税
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
お
手
元
の
領
収
書
で
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
引
き
落

と
し
を
さ
れ
て
い
る
通
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
（
残
高
不

足
な
ど
に
よ
り
納
付
書
で
納

め
ら
れ
た
場
合
は
、
領
収
書

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。
納
め

忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納

め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に

す
る
と
金
融

機
関
へ
行
く

手
間
が
い
ら

ず
、
納
め
忘

れ
も
な
く
て
安
心
で
す
。
毎

月
15
日
ま
で
に
手
続
き
を
す

れ
ば
翌
月
か
ら
口
座
振
替
が

で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
町

内
の
金
融
機
関
や
役
場
税
務

住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

農
作
業
用
車
両
の

登
録
は
お
済
み
で
す
か

農
作
業
用
車
両
な
ど
、
公

道
を
走
ら
な
く
て
も
、
座
席

が
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の

原
動
機
を
動
力
と
し
て
動
く

車
両
は
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
で
す
。
ま
だ
登
録
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
、
必
ず

登
録
し
て
、
ナ
ン
バ
ー
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額
（
年
額
）　

千
六
百
円

（
登
録
は
無
料
）

●
登
録
場
所　

役
場
税
務
住

民
課
税
務
班

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は

２
月
16
日
か
ら

所
得
税
の
確
定
申
告
は
２

月
16
日
（
水
）
か
ら
３
月
15

日
（
火
）
ま
で
で
す
。
所
得

税
は
、
自
分
で
所
得
金
額
を

計
算
し
て
納
税
す
る
「
申
告

納
税
制
度
」
を
と
っ
て
い
る

た
め
、
事
業
を
し
て
い
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
も
確
定
申
告
が
必
要
な

人
は
、
早
め
に
申
告
と
納
税

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
申

告
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
税

務
署
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.nta.go.jp/

の
確
定
申

告
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す

る
と
自
宅
で
簡
単
に
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

２
月
10
日
（
木
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
と
き　

２
月
25
日
（
金
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
金

相
談

Calendar
2011
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

２
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くらしの情報

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

２
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相

談
▽
と
き
＝
２
月
４
日

（
金
）
午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）　

▽
と
き
＝
２
月
10

日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

▽
と
き
＝
２
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
２
月
23
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
２
月
３
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）　

　

▽
と
き
＝
２
月
19
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）　

　

▽
と
き
＝
２
月
22
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


電
話
相
談
へ
ど
う
ぞ

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
離

婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
養

育
費
の
電
話
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
）
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
０
３
９
０
番
ま
で

母
子
家
庭
等
の

お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対

象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
就
労
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
居
住
す
る
町
役
場
で
面

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
）

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

０
３
９
０
番
ま
で

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

交
通
事
故
の
示
談
書
、
損

害
賠
償
請
求
書
の
作
成
や
保

険
請
求
手
続
な
ど
に
つ
い
て
、

行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
と
き　

２
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で　

※
予
約
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
直
接
、
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

●
と
こ
ろ　

福
岡
市
和
白
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

市
東
区
和
白
丘
１
丁
目

２
２
番
２
７
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
行

政
書
士
会
☎
（
０
９
２
）

６
４
１
局
２
５
０
１
番
ま

で
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
住
宅
や
募
集
戸
数

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布　

▽
と

き
＝
３
月
１
日
（
火
）
か

ら
▽
と
こ
ろ
＝
公
社
直
方

出
張
所
（
福
岡
県
直
方
総

合
庁
舎
一
階
・
直
方
市
日

吉
町
９
番
10
号
）、
役
場
建

設
課
な
ど

●
申
込
期
間　

３
月
１
日（
火
）

か
ら
９
日
（
水
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
☎
（
０
９
２
）
７
８
１

局
８
０
２
９
番
ま
で

緑
の
教
室
受
講
生
募
集

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
年
間
を
通
し
て
庭
木
の

管
理
の
基
礎
等
を
学
習
す
る

平
成
23
年
度
「
緑
の
教
室
」

の
受
講
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

福
岡
県
内
在

住
で
全
８
回
の
日
程
が
受

講
可
能
な
人

●
日
程　

５
月
15
日
か
ら
12
月

18
日
の
毎
月
第
３
日
曜
日

●
開
講
時
間　

①
Ａ
コ
ー
ス

（
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

ま
で
）
②
Ｂ
コ
ー
ス
（
午

後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま

で
）

●
募
集
期
間　

３
月
31
日

（
木
）
ま
で

●
募
集
人
員　

60
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み
要
領　

は
が
き

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を

明
記
し
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

●
申
し
込
み
先　

久
留
米
市
田

主
丸
町
益
生
田
１
１
２
５

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
「
緑

の
教
室
」
受
付
係
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
（
０
９
４
３
）

７
２
局
１
１
９
３
番
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
☎
（
０
９
４
３
）

７
２
局
１
１
９
３
番
ま
で

自
衛
官
の
募
集
に
関
す
る

相
談
は
募
集
相
談
員
へ

自
衛
官
募

集
相
談
員
は
、

自
衛
官
の
募

集
や
採
用
に

関
す
る
相
談

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
人

で
、
町
長
と
自
衛
隊
福
岡
地

方
協
力
本
部
長
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
す
。
鞍
手
町
の
相
談
員

は
有
松
弘
美
さ
ん
（
あ
り
ま

つ
ひ
ろ
み
・
弥
生
）
で
す
。

自
衛
官
の
こ
と
で
分
か
ら
な

い
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

有
松
弘
美

さ
ん
☎
４
２
局
７
７
９
６

番
ま
で

募
集

登録しませんか
臨時職員等登録制度

町では、臨時職員やパートタイム職
員などを採用する場合、あらかじめ登
録している人の中から採用する登録制
度を導入しています。登録の方法や募
集職種などは次のとおりです。なお、
登録しても必ず採用されるとは限りま
せん。ご了承ください。
● 登録方法　登録申請書は、役場、中

央公民館、町立病院、介護老人保健
施設（鞍寿の里）、くらじの郷に置い
てあります。また、町のホームペー
ジからもダウンロードできます

● 有効期限　登録の日から１年間
● ４月以降の採用予定職種　▷免許・

資格が不要な職種＝一般事務補助
（ワープロ・表計算ソフトが使える人、
10 人程度）▷免許・資格が必要な職
種＝保育士、調理師、看護師、准看
護師、その他医療・福祉の資格が必
要な職種

● 勤務条件　賃金や勤務時間などの労
働条件は、職種によって異なります。
町のホームページをご覧になるか、
役場総務課人事班までお問い合わせ
ください

● 問い合わせ　役場総務課人事班まで

登録を受け付けています

15−2011.２



家
族
介
護
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム

に
よ
る
家

族
介
護
教

室
を
次
の

と
お
り
実

施
し
ま
す
。

在
宅
介
護

に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

▽
２
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
地
域

交
流
室

●
内
容　

高
齢
者
の
嚥
下
、

食
事
介
助
（
実
技
講
習
有
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
求
む
、
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
一
般
幹
部

候
補
生
お
よ
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格　

▽
一
般
幹
部

候
補
生
＝
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人
（
場
合
に
よ
り

28
歳
未
満
の
人
）
▽
一
般

曹
候
補
生
＝
18
歳
以
上
27

歳
未
満
の
人

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
陸
・

一
般
要
員
（
男
約
185
人
、

女
約
15
人
）
▽
海
・
一
般

要
員
、
飛
行
要
員
（
男
約

80
人
、
女
約
10
人
）
▽
海
・

技
術
幹
部
候
補
生
（
約
15

人
）
▽
空
・
一
般
要
員
、

飛
行
要
員
、（
男
約
60
人
、

女
約
５
人
）
▽
陸
・
海
・

空
一
般
曹
候
補
生
（
若
干

名
）

●
受
付
期
間　

▽
一
般
幹
部

候
補
生
＝
２
月
１
日
（
火
）

か
ら
５
月
６
日
（
金
）
ま

で
▽
一
般
曹
候
補
生
＝
２

月
１
日
（
火
）
か
ら
５
月

上
旬
予
定

●
試
験
日　

▽
一
般
幹
部
候

補
生
＝
５
月
14
日
（
土
）、

飛
行
要
員
は
５
月
15
日

（
日
）
▽
一
般
曹
候
補
生
＝

５
月
下
旬
予
定

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
自

衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
２
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

７
日
（
月
）、
14

日
（
月
）、
20
日
（
日
）、

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協

議
会
ま
で

新
一
年
生
に
な
る
皆
さ
ん

「
入
学
通
知
書
」
は

届
い
て
い
ま
す
か

今
年
４
月
か
ら
小
学
校
、

中
学
校
に
入
学
予
定
の
皆
さ

ん
、「
入
学
通
知
書
」
は
届
い

て
い
ま
す
か
。
１
月
以
降
の

転
入
な
ど
で
、
ま
だ
こ
の
通

知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
教
育
課
学
校
教
育
班
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
班
ま
で

成
人
式
の
記
念
品
は

受
け
取
り
ま
し
た
か

１
月
９
日

に
行
わ
れ
た

平
成
22
年
度

の
成
人
式
に

出
席
で
き
な

か
っ
た
人
の

記
念
品
（
図

書
カ
ー
ド
）
は
、
教
育
課
（
中

央
公
民
館
）
で
保
管
し
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
受
け

取
り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

くらしの情報

お
知

ら
せ

講
習

町
立
病
院

鞍
寿
の
里

理
美
容
師
を

募
集
し
ま
す

町立病院、介護老人保健施設の入院患者
や入所者に散髪をしていただく理美容師を
募集します。募集内容など詳しいことは、
お問い合わせください。
●利用者数　月 50 人程度
●募集期限　２月 28 日（月）
●選定方法　面談の上決定します
●問い合わせ　町立病院総務課☎４２局

２８６０番まで（平日の午前９時から午
後４時まで）

１月１日より開始
ショートステイ事業

町では、子育て短期支援事業を次の
とおりを行っています。
●内容　保護者の病気などにより家庭

でお子さんを養育することが一時
的に困難となった場合に児童福祉
施設や児童擁護施設で預かる制度

●利用期間　原則７日以内
●対象施設　鞍手乳児院（鞍手町新

延）、報恩母の家（岡垣町）
●費用　１日当たり▽２歳児未満＝

5,350 円▽２歳以上児＝ 2,750 円（生
活保護世帯、町県民税非課税世帯は
費用の一部が減免）

●手続に必要なもの　印かん、利用す
るお子さんの健康保険証、母子手帳

● そ の 他　 施 設
までの送迎は
保護者に行っ
ていただきま
す

● 問 い 合 わ せ　
役場福祉人権
課児童人権班
まで

試
験
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くらしの情報

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会

教
育
班
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
の
内
容
変
更

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
で
次
の
と
お
り
社
名

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。（
水

道
工
事
は
町
が
指
定
し
た

工
事
事
業
者
し
か
で
き
ま
せ

ん
）。

●
西
光
設
備
ホ
ー
ム
有
限
会

社　

▽
住
所
＝
宗
像
市
朝

野
３
９
番
地
▽
電
話
＝

（
０
９
４
０
）
３
３
局
９
９

８
６
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

責
任
技
術
者
と

指
定
工
事
店
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

町
で
は
、
平
成
22
年
度
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
と
指
定
工
事
店
の
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。
指
定
工
事
店
の
申
請
が

で
き
る
の
は
、
町
に
登
録
し

て
い
る
責
任
技
術
者
を
雇
用

し
て
い
る
工
事
店
だ
け
で
す
。

●
責
任
技
術
者　

▽
期
間
＝

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
14

日
（
月
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
役
場
上
下
水
道
課
下

水
道
班
▽
登
録
手
数
料
＝

二
千
円
（
更
新
手
数
料
＝

一
千
円
）
▽
必
要
な
も
の

＝
申
請
書
（
２
月
１
日
か

ら
上
下
水
道
課
下
水
道
班

で
配
付
）、
住
民
票
、
写
真
、

平
成
22
年
度
責
任
技
術
者

試
験
合
格
証
の
写
し
な
ど

●
指
定
工
事
店　

▽
期
間
＝

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
14

日
（
月
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
役
場
上
下
水
道
課
下
水

道
班
▽
登
録
手
数
料
＝

一
万
円
（
更
新
手
数
料
＝

五
千
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
下
水
道
班
ま
で

後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
は

３
月
31
日
ま
で
に

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険

者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の

予
防
及
び
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
目
的
と
し
て
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

お
早
目
の
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
受
診
期
限　

平
成
23
年
３

月
31
日
（
木
）
ま
で

●
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

●
受
診
期
限　

健
康
診
査
の

実
施
医
療
機
関
で
個
別
に

予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い

●
そ
の
他　

受
診
の
際
は
保

険
証
と
受
診
票
が
必
要
で

す
。
受
診
票
を
紛
失
し
た

場
合
は
広
域
連
合
で
再
発

行
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

あなたの学習意欲を
応援します

●利用できる人　母子家庭の母または寡婦が扶養している児
童

●貸付の種類と金額　▷修学資金（月額）＝ 18,000 円から▷
就学支度資金＝ 75,000 円から（各資金は、高校や大学など
の学校の種類、国公立・私立の区分、通学形態によって異
なります）

●利息　無利息
●問い合わせ　福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所直方分庁

舎社会福祉課☎２２局５６９２番または役場福祉人権課ま
で

母子・寡婦福祉資金の貸付

国の教育ローン

鞍手町奨学金

●利用できる人　高校や短大、大学、大学院、専修学校、各種
学校などに入学・在学する人の保護者（給与所得者は世帯
の年間収入が 790 万円以内、事業所得者は世帯の年間所得
が 590 万円以内の人）ただし、申込者が扶養している子の
人数によって異なる

●使い道　入学金や授業料、アパートの家賃などの在学費用
●融資額　学生・生徒１人につき 300 万円以内
●利率　年 2.45 パーセント（平成 23 年１月５日現在）
●返済期間　15 年以内（交通遺児家庭や母子家庭の人は３年

間延長できます）
●問い合わせ　教育ローンコールセンター☎（０５７０）００

８６５６番まで

●利用できる人　①町内に引き続き２年以上居住する人で、高
校や大学の学費の支払いに困っている人②日本学生支援機
構などから奨学金を借りていない人③収入が日本学生支援
機構が定めた基準以下の人

●奨学金貸付額（月額）　▷公立高校＝ 11,000 円▷私立高校＝
15,000 円▷公立大学＝ 20,000 円▷私立大学＝ 25,000 円

●入学支度金貸付額　▷高校・高専＝ 40,000 円▷大学・短大
＝ 50,000 円

●返済期間　卒業６か月後から返済開始▷高校＝４年以内▷
短大＝３年以内▷大学＝６年以内

●利息　無利息
●受付期間　３月 31 日（木）まで
●問い合わせ　教育課学校教育班まで

国や県、町は、あなたの学習意欲を応援します。
日本学生支援機構の奨学金

●利用できる人　短大、大学、大学院、専修学校、高等専門学
校に入学・在学する生徒（家計の基準額は世帯人員によっ
て異なります。）学力基準により、第一種（無利息）と第二
種（利息付）があります

●貸付額　短大、大学、大学院、専修学校＝月額 30,000 円から、
　高等専門学校＝月額 10,000 円から（国・公・私立別、通学

形態別で異なります）※入学時の特別増額貸与もあわせて
希望できます

●問い合わせ　入学後、在籍学校の奨学金窓口に申し出てくだ
さい
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後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
窓

口
負
担
額
や
食
事
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、

申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
し

か
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
院

が
決
ま
っ
た
と
き
は
前
も
っ

て
手
続
き
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

16
年
２
月
２
日
か
ら
３
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
28
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　２月 12 日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

２月の在宅医はありません

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【12 月中】

● とき　２月９日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市
通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

【累　計】
件 数 09 件（＋13） 件 数 96 件（＋19）

死 者 20人（±10） 死 者 20人（－11）

傷 者 13 人（＋15） 傷 者 139 人（＋26）

巡回
交通事故

相談

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページで、校区別の詳し
い犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況

飲酒運転の撲滅

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

　福岡県内では、飲酒運転による交
通事故が増加しています。飲酒運転
は故意の犯罪です。飲酒運転に「つ
い」や「うっかり」は絶対にありま
せん。「飲酒運転を絶対にしない、させない」
を徹底し、飲酒運転を撲滅しましょう。
※飲酒運転に関する情報提供をお願いします。
※車で来た人にお酒を飲ませている店や飲食店で
　飲酒した後は、車で帰っている人を知っている
などの情報は警察署まで通報してください。

【12 月中】 【累　計】
刑法犯総数 100 件（－50） 刑法犯総数 1543 件（－368）

車上ねらい 12 件（－ 3） 車上ねらい 124 件（－101）

自転車盗難 15 件（＋ 2） 自転車盗難 162 件（－ 7）

空き巣 7 件（－23） 空き巣 123 件（－ 34）
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介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

３
月
に
65
歳

を
迎
え
る
人

（
昭
和
21
年

３
月
２
日
か

ら
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）
に
介
護
保
険
証
を

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。
将

来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

や
介
護
認
定
の
申
請
の
と
き
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

２
月
23
日

（
水
）
か
ら
25
日
（
金
）
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権
課

福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印

か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

期
限
は
４
月
２
日
ま
で

特
別
弔
慰
金
の
請
求

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
て
い
た
人
が
平
成

17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
の
間
に
亡
く
な

る
な
ど
に
よ
り
平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら
年
金
給
付
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

戦
没
者
死
亡
当
時
の
先
順
位

の
ご
遺
族
の
一
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
（
支
給
要
件
有
）。
す

で
に
特
別
弔
慰
金
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

●
請
求
の
期
限　

平
成
24
年
４

月
２
日
（
月
）
ま
で

●
請
求
書
の
配
布　

役
場
福
祉

人
権
課
窓
口

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と

は
、
福
祉
人
権
課
福
祉
高
齢

者
班
ま
た
は
県
保
護
・
援
護

課
☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
３
０
２
番
ま
で

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

認
定
申
請
は
お
早
め
に

国
の
景
気
対
応
緊
急
保
証

制
度
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
制

度
が
平
成
23
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

年
度
末
に
か
け
て
申
請
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
信

用
保
証
協
会
筑
豊
支
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

３
５
８
５
番
ま
た
は
役
場
企

画
財
政
課
地
域
振
興
班
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
、
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
三
木
章
正
様
＝
小
牧
（
厚

子
）

▽
森　

正
枝
様
＝
新
北
（
幸

男
）

●
町
立
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
立
石
和
久
様
＝
上
木
月
（
榮

子
）

▽
園
部
ト
メ
子
様
＝
西
区
（
冨

士
雄
）

くらしの情報

愛の
贈

り
も
の

●支援の対象となるのは？　生活保護世帯な
どの公的扶助受給世帯、障がい者のいる世
帯で市町村民税非課税の世帯、社会福祉事
業施設入所者などで日本放送協会（ＮＨＫ）
の受信料の全額免除を受けている世帯が対
象です

●受けられる支援の内容は？　現在お持ちの
アナログテレビに取り付ける「簡易なチュー
ナー」の無償給付を行います。アンテナ改
修などが必要な場合は、その支援も行いま
す

●申し込み先は？　総務省地デジチューナー
支援実施センターです。申込書は各市町村
及び近くのＮＨＫ窓口に設置されています

●申し込み締切日は ?　７月24 日（日）まで
●ご注意　ご自身で購入されたチューナーや

アンテナ改修などの費用を請求、精算する
ことはできません。また、申し込みの際は、
ＮＨＫとの受信契約を結び、全額免除の適
用を受けることが必要です

地デジ放送
簡易チューナー給付支援

＊ ＊ ＊ 問 い 合 わ せ ＊ ＊ ＊
総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎  ０５７０－０３３８４０
ナビダイヤルが利用できない場合
　☎  ０４４－９６９－５４２５
ＮＨＫ視聴者コールセンター
　☎  ０５７０－０００５８８
ナビダイヤルが利用できない場合
　☎  ０５０－３７８６－５１０９
鞍手町役場　☎  ４２局２１１１　
　福祉人権課　内線 245　企画財政課　内線 342

市町村民税非課税世帯への支援

鞍手町ふるさと納税制度
町では、平成 20 年 10 月より「ふる

さと納税（寄附）」制度を
導入し、これまでに多く
の人にたくさんの応援を
いただきました。
●住民税や所得税の寄附控除が受けら

れます。町に対して寄附をすると、
寄附額の 5,000 円を超える部分の一
定額が住民税や所得税から控除さ
れます。ただし、寄附控除の額に
は上限がありますので、ご注意く
ださい

●ふるさと納税の呼びかけにご協力
を　ふるさと納税制度は、「生まれ
育ったまちを大切にしたい」「まち
の発展に貢献したい」という気持ち
を寄附というかたちであらわす制度
です。これからも応援よろしくお願
いします

●支援の対象となるのは？　世帯全員が市町
村民税非課税の措置を受けている世帯

●受けられる支援の内容は？　現在お持ちの
アナログテレビに取り付ける「簡易なチュー
ナー」の無償給付を行います

●申し込み先は？　地デジチューナー支援実
施センターです。申込書は役場企画財政課
及び地デジチューナー支援実施センターの
ホームページからも入手できます

●申し込み締切日は ?　７月24 日（日）まで
●ご注意　①ご自身で購入されたチューナー

の費用を請求、精算はできません②ＮＨＫ
との放送受信契約が必要です③地上デジ
タル放送を視聴されている世帯は申し込
みできません④諸証明の手数料が必要と
なります

＊ ＊ ＊ 問 い 合 わ せ ＊ ＊ ＊
総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎  ０５７０－０２３７２４（ナビダイヤル）
ナビダイヤルが利用できない場合
　☎  ０４３－３３２－２５２５

ＮＨ K 放送受信料全額免除世帯への支援

● 寄附状況（12月31日現在）
氏　名 住　所 寄附額

井上恵次　様 東京都 2 0 0 , 0 0 0 円
平成 22 年度累積額 7 7 0 , 0 0 0 円

● 申し込み・問い合わせ　ふるさと納
税に関する詳しい内容は役場企画財
政課政策財政班または、町公式ホー
ムページまで

（敬称略）

19−2011.２




